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Abstract
 In modern society it is regarded as a self-evident view that child rearing is done as a personal pursuit. In 
this paper, some of the problems associated with nursing a child in a day care center based on this self-
evident view are discussed. One of the problems is that the facilities for child care become the means for 
the parents to reduce the burden of child rearing. It is here argued that the facilities for child care should 
be regarded as the means for child rearing utilising the cooperative efforts of many people so that the 
parents are proactively involved in child nursing.
Key words：child rearing  as a personal pursuit, culture of child rearing, cooperative efforts of many 
people, participation of parents
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支えようとした
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に保護者が保育サービスを一方的に提供しもらうものだ
とは意識しない協同の営みとしての施設保育の可能性を
探り出すことにする。「町立保育所は３歳児以降の保育
であったため、３歳児未満児対象の共同保育所として京
大原子炉実験所で働く職員により」（アトム共同保育園
ホームページ），1967年に設立されたアトム共同保育園
は，1980年代以降に，「財政難と，親の就労形態の多様
化と子育ての委託に矛盾を感じるように」なるが，それ
は「当時の親は（中略）親が働いているときだけ，子育て
を委託できる託児所としての役割をアトムに求めてい
た」ためだという（東内2005：75）。
　だが，保育園の周囲の環境改善をめぐって保育園と共
同保育の運営委員とがやり取りするなかで，保護者たち
が決して子育ての委託化を望んでいるわけではなく，「保
育者との関係の無さが原因で，『子育ての委託化』とな
らざるをえなかった親の状況に気づく（中略）親自身も，
保育者との関わりを深めることの大切さ」に気づくよう
になったという（東内2005：75）。こうした気づきを土台
として，保護者と保育者が「生活感覚の違いや価値観を
徹底的にぶつけあいながら，生活を丸ごと支え合う『共
同』の思想を築き上げ」ていく（同：77）。そして，この
共同の思想を基盤に保護者と保育者が子どもの生活課題
を的確に把握し，それを克服するための保育内容の展開
をめざした共同学習をすすめるが，そこには「保育者が
親に一方的に何かを与えたり，指導したりするのではな
く，親と一緒に子どもや子育て，そして親自身の生き方
について真剣に悩み，親子がそれぞれ人間としてより良
く生きることを模索する展開があった」という（同：
86）。
　以上のように，アトム共同保育園では，子育ての委託
化を打破するため，換言すれば保育は保育所から一方的
に受けるサービスだとの意識に保護者が陥らないように
するために，保育者と保護者が本音をぶつけ合い，子ど
もの生活課題の的確な把握とその克服のための保育内容
の展開という目的を共有し，その目的に向けて共同学習
を進めた結果，保育園で行われる保育への保護者の参加
性と主体的なかかわりを高めることができたのである。
そうであるとすると，アトム共同保育園の実践にこそ，
個別の営みである子育てを支える協同の営みとしての施
設保育のあり様が示されているのだということができよ
う。
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